
都城市の自治会加入促進活動について

安心・安全な街として
日本一住みたくなる街づくりをしよう

全国的に自治会の衰退が進んでいるが、
若い世代も参加し易く時流に乗った自治会の大転換が必要では？

「やらされ・押しつけ型」から「魅力と納得型」への転換
↓ ↓

入りたくない 入りたい

都城市の魅力は、畜産と農業に都市機能も持ち合わせた町であり

今やふるさと納税日本一の収益力を基に移住による人口増へ

但し、田舎に移住する希望者にも都市型機能や総合病院・高校等の
充実等も含めた魅力を兼ね備えているのも一因の様である

そこに、日本古来の安心・安全で助け合える街が確立できれば、
益々移住希望者が増えるはず。
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① 加入率低下の要因（不満）を取りこぼしなく徹底的に挙げる

② 要因を細かく掘り下げていき、行きつくところまでたどる

まずは、課題の要因分析から・・・・

③ 辿り着いた要因を整理して、
加入率低下の原因である不満を解消させる対策とする

解決手法として、アンケートによる結果の上位から対策を練る方法が有るが、

⇒ ある程度の効果は有るものの、未加入者の不満は複合要因がある場合が
多い為、断片的な対策となりがちになり必ずしも効果が高くなるとは思えない

全国的な促進活動にて仙台市や藤沢市の取り組みも参考にはなるが、

都城市固有の課題も解決策もあるはず

課題解決手法

都城市の自治会加入促進活動について

また解決策は、抽象論に終わらず

誰もが分かり易く活用したいと思わせることも必要

従って、
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加入しなくて
も困らない

自治会の
加入率低下

忙しくて時間
が取れない

高齢化

会費が高
いと思う

役員にな
りたくない

メリットが
分からない

仕方なく加
入している

ゴミ捨
て問題

災害支援
受け易い？

今の自治会
に限ると困る
ことがない

負担が大きい

大掛かりな行事
が多い

今の活動内
容が必要と
は思えない

防犯灯が
必要

真の防犯対
策が無い

恩恵が少
ない

会費の妥当性
が分からない

役員が
多い

助けて欲しいこ
とは有るはず

災害対策が
不十分

行事の存在意
義が分からない

参加者が一部
の人に限られる

頼る様な活動に
なっていない

真の防犯対策
は費用が掛かる

会合や行
事が多い

収支内容が分
かりにくい

清掃活動も
多い

煩わしい

行事が形骸化
していて時代
に合わない

情報はＳ
ＮＳから

何処の自治
会も画一的

会費設定根
拠が不明

困り事の受
け皿がない

特に独居
老人

詐欺事
件対応 災害時 生活上

の問題
コミュニケー
ションが不十分

公園の雑草
清掃は必要か

市の助成金
と管理費と
収支が近い

班個別の
会費が有る

相談システ
ムが無い

透明性に欠
ける

対価が少
ない

情報が
少ない

回覧板のみ

情報が
遅い

集金にかける労
力や保管の負担

休日は休
みたい

変革が困難

仕事や介護

役員手当
根拠不明

物価高

転入者へ
のPR不足

転入者
の未加入 意見が通

らない退会の
増加

転出

⾧期入院

介護施設
入居

前例優先
で一方通行

特に若い
人は時代錯
誤を感じる

体質が閉
鎖的

活動が慣
習的

大型マン
ションで独
立運営

3課題解決の為の要因分析図
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委員の皆様へ

都城市の自治会加入促進活動について

自治会への加入率低下に対する要因分析を3頁目に一旦まとめてみましたが、

他にも考えられる要因が有ったり、連関性が違ったりしているかもしれません。

従い、皆さま方のお知恵もお借りしたく思いますので宜しくお願い致します。

2025年 5月29日 植村


